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北海道東部の緩蛇行河川において サケ科魚類イトウ の産卵床は 蛇行区間の崖が洗掘
され 堆積したと思われる河床の礫底に造成される傾向にある そこで本研究においては 崖が存在する蛇
行区間と崖が存在しない蛇行区間の物理環境を測定し 礫の供給が崖に依存しているか否かを調査した 結
果 両蛇行区間の比較において 川幅 流速 半径に有意差はなかったが 水深は崖のある蛇行で有意に浅
く 礫サイズも崖のある蛇行で有意に大きかった また融雪増水時に投入した礫に移動が認められなかった
ことから 礫の供給は上流域からではなく崖が洗掘されることにより供給されるものと推定された
釧路川 イトウ 産卵床 崖 礫サイズ
経験則より指摘されている
筆者らが調査をおこなっている北海道東部の釧路川水系
イトウ は 現在 北海道にのみ生息する においても イトウの産卵床の多くが蛇行点に発達した崖
サケ科イトウ属に属する日本最大級の淡水魚であるが の 主に下流側の礫底に造成されていることから この
近年 個体群の減少は著しく 環境省のレッドデ タブッ 地域の産卵河川において 崖が洗掘され供給された礫は
クには絶滅危惧 類として掲載されている 本種の産卵 イトウの産卵に重要であることが伺えた
は春期であり 親魚は河川上流や支流に遡上し 淵から続 そこで本研究においては 実際に崖が礫の供給源である
く淵尻や平瀬の 主に 前後の礫底に産卵床を造成す か否かを知るために 融雪増水時における礫の移動と 崖
る しかし河床勾配が緩く 礫底に乏しい北海道東部の の有無を要因とした蛇行の物理的環境の測定をおこなっ
産卵河川では 産卵に必要な礫の供給は源流からではな た なおイトウは希少種でありながら 現在のところ捕獲
く 流域の蛇行点の水衝部に発達した崖に由来することが に関する法的な規制はなく 特に産卵期は捕獲しやすい条
件となることから 調査河川名は明記しないこととした
以下 川とする
川は釧路川水系の一支流 瀬 淵の連続構造 によっ
て特長づけられた河床勾配約 の緩勾配蛇行河川であ
る 調査区間は流路長約 のうち イトウの産卵が毎
年確認できる上流の約 に定めた 河川規模は平均川
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が終了した 年 月 日に 無作為に選定した 箇所
河川内における礫の移動を見るため 融雪増水前の の産卵床で 産卵床のマウンド上にある礫径を測定した
年 月 日に 目印を施した礫を 間隔で投入した マウンド上の礫はメスの産卵親魚が産卵床を造成する際に
投入場所は上流から順に とし 計 地点に投 利用した礫である 測定は面積格子法を用い 間隔
入した 図 投入した礫はイトウが産卵に使用するサイ にワイヤ で格子を組んだ の枠をマウンド
ズであり また礫の移動が目視で確認できる長径約 上に置き 各交点の下の礫の長径 短径を最小単位
短径約 のサイズである 投入地点はイトウが産卵床 まで目測した なお交点の大きさは である
を造成する場所であり 減水時においても干上がる可能性 ため 交点に隠れ目測できない場合はすべて の粗
が低く また表層の波が穏やかで観察しやすい平瀬の流心 砂とした 得られた測定値から長楕円の面積に近似した















日に川幅 水深 流速 半径 礫径の合計 要因を測定し
た 調査区は 屈曲部の頂点を基準線として下流方向の見
通しが効く地点までの範囲を 区に分け さらに基準線の
上流部に下流部の 区と等間隔に 区設けることで つ
の調査区を設けた 図 各蛇行における 調査区の長さ





で測定した 半径は調査蛇行を に記録し パソコンに
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に 各蛇行の半径を表 に 分散分析表を表 に示した
表 に示されたアルファベット は調査をおこなった
の蛇行それぞれを指す
二元配置分散分析の結果 川幅 図 流速 図










は 崖が存在する蛇行の 区 区 は崖が存在しな
い蛇行の 区 区を指す 崖が存在する蛇行の 区 区




下流の 区 区に堆積し 崖が存在する蛇行の水深を浅く
することが示唆された
融雪増水は毎年起こる出水であり 礫の移動において重
得られた値は比較のため 差の検定をおこなった まず 要な要因と考えられたが 今回の調査期間中に礫の移動は
礫サイズが崖の有無と区間で異なるかを見るために 崖の 見られなかった 釧路地方は小雪であり 融雪増水が年間
有無と調査区を要因に二元配置分散分析をおこなった ま 流出量に占める割合が小さいため この地方における
た有意差が見られた項目については テュ キ 法による 融雪増水の規模では 投入したサイズ以上の礫を移動させ
多重比較をおこなった 川幅 水深 流速のそれぞれにも ることは困難である可能性が示唆された また川幅 流速
崖の有無と調査区を要因に二元配置分散分析をおこなっ 半径に有意差が認められない中 崖が存在する蛇行の礫サ
た 半径については崖の有無で蛇行の半径が異なるかを見 イズが有意に大きいことは 礫の供給は上流域からだけで
るために 崖の有無を要因に一元配置分散分析をおこなっ はなく 崖が礫の供給元であることが考えられた
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笠井 山本 田中 夏原 小宮山
各調査区における川幅 水深 流速 の区間別平均値 エラ バ は標準偏差を示す
礫サイズの区間別平均値と多重比較分析の結果 エラ バ は標準偏差を示す
図中のアルファベット は 崖が存在する蛇行の 区 区 は崖が存在
しない蛇行の 区 区を指す
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: In eastern Hokkaido, Kushiro river basin where the redd of japanese huchen is observed,
the river cli eroded, and gravel accumulated. In this study, the physical environment was measured
in order to examine just how the river precipice is the supply source of the gravel. As a result, no
signiﬁcant di erences were indicated in the river width, velocity and the radius but the river depth in
the meander with river cli is signiﬁcantly shallower than the one without river cli and the size of
gravel in the meander with cli is signiﬁcantly larger than the one without river cli . Additionally,
there was no obvious migration of gravel by freshet of snow melting. In conclusion, it was extrapo-
lated that the gravel was provided not from upstream but by the eroding of the river cli .
: Kushiro River, Japanese Huchen, Redds, River cli , Gravel size
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Study on Gravel Transfer and Supply in a Kushiro
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